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2-2．路線別運行計画案 

温井線 
（定時定路+デマンド運行） 

運行距離 想定利用者数※ 運行経費※ 
【運行経路案】 

現行の温井線を基本とし、デマンド運行時に沿線集落を拡充 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18.2km→ 

28.4km（デマンド） 
19,277人/年→ 

19,000人/年 
14,655千円→ 

１３，２８４千円 

運行日及び運行本数 サービス水準の改善目標 

月～金曜日：定時定路 上り 1・下り 3(2)本／デマンド 上り 2・下り 2 本 

土･日、祝日：デマンドのみ 上り 3・下り 4 本 

通勤:○，通学:○，買い物:○，通院:○，観光:△ 

午前往復:○，午後往復:○ 

【運行形態】 

◆小中学生の通学利用を考慮し、朝夕は定時定路線として現行通り運行する。 ※平日のみ 

◆戸狩野沢温泉駅発～柄山行き（18:30）は夏期（4～10月）のみ運行する。  

◆昼間（9時～15時）は、デマンド運行（電話予約制）として利用予約に応じて運行する。  

◆デマンド運行は、「菜の花タクシー」と同方式として、小型車両で運行し集落内のバス停を拡充する。 

◆デマンド運行は、市街地南部(大久保東)まで利用範囲を拡充する。  

◆利用運賃は、定時定路運行とデマンド運行とも同じとする。  

【運行ダイヤ案】 
 月～金曜日は、定時定路運行とデマンド運行、土･日曜日及び祝日はデマンド運行のみ運行 

（月～金曜日） 
 
 
 
 
 
（土･日曜日,祝日） 
 
 
 
 
【運行収入・経費】 

時間帯によって運行形態が異なりますが、概ね現行料金内を目安に運賃を見直します。 

１日の運行本数は減少しますが、集落内や市街地のバス停を拡充してサービス水準向上を図るため、初乗り区

間（160円）では利用者負担が増える見込みです。  

 

（現行料金）                   （変更案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※利用者数及び運行経費は、「みゆきのライン」分を含む

月～金曜日
6 20時

柄山発

上　り
（市街地行き）

日赤着

木島発 飯山駅前発 戸狩野沢温泉駅発

下　り
（柄山行き）

羽広山着 柄山着 柄山着

土日曜日、祝日
6 20時

上　り
（市街地行き）

下　り
（柄山行き）

1915 16 17 1811 12 13 147 8 9 10

12 13 147 8 9 10 11 15 16 17 1918

デマンド運行

7:10
↓

7:56

15:40
↓

16:30

17:35
↓

18:23

18:30
↓

18:57

デマンド運行

※赤字の停留所はデマンド運行時のみ 
定時定路線運行時は経由しない 

デマンド運行時は 
大久保東まで拡充 

（参考）デマンド運行 

柄山→大久保東→木島 

約28.4km/70分 
※電子地図ソフトで計測 

（V=20km/h） 

定時定路運行 

定時定路運行 

デマンド運行時に 
集落内のバス停を拡充 

デマンド運行時に 
集落内のバス停を拡充 

4～10月 

木 島

160～300 市街地

300～500 160～350 常 盤

430～500 320～350 160～250 戸狩駅周辺

580～730 450～600 230～550 160～330 太 田

700～790 600～670 430～600 360～400 160～330 岡 山

木 島

200 市街地

300 200 常 盤

400 300 200 戸狩駅周辺

600 500 300 200 太 田

700 600 400 300 200 岡 山

※同一地区内の利用は 200 円 

市街地内のみは利用不可 
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小境線 
（定時定路+デマンド運行） 

運行距離 想定利用者数※ 運行経費 【運行経路案】 
現行の小境線を基本とし、デマンド運行時に沿線集落を拡充 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16.0km→ 

19.2km(デマンド) 
12,565人/年→ 

12,600人/年 
11,546千円→ 

１１，８４８千円 

運行日及び運行本数 サービス水準の改善目標 

月～金曜日：定時定路 上り 1・下り 3 本／デマンド 上り 2・下り 2 本 

土･日、祝日：デマンドのみ 上り 3・下り 4 本 

通勤:○，通学:○，買い物:○，通院:○，観光:△ 

午前往復:○，午後往復:○ 

【運行形態】 

◆小中学生の通学利用を考慮し、朝夕は定時定路線として現行通り運行する。  

◆昼間（9時～15時）は、デマンド運行（電話予約制）として利用予約に応じて運行する。  

◆デマンド運行は、「菜の花タクシー」と同方式として、小型車両で運行し集落内の乗り場を拡充する。 

◆デマンド運行は、市街地南部(大久保東)まで利用範囲を拡充する。  

◆利用運賃は、定時定路運行とデマンド運行とも同じとする。  

【運行ダイヤ案】 
月～土曜日は、定時定路運行とデマンド運行、日曜日はデマンド運行のみ  
（月～金曜日） 

 
 
 
 
 
（土･日曜日,祝日） 
 
 
 
 
【運行収入･経費】 

時間帯によって運行形態が異なりますが、概ね現行料金内を目安に運賃を見直します。 

１日の運行本数は減少しますが、集落内や市街地のバス停を拡充してサービス水準向上を図るため、初乗り区

間（160円）では利用者負担が増える見込みです。 

 

（現行料金）                    （変更案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月～金曜日
6 20時

戸狩野沢温泉駅発

上　り
（市街地行き）

日赤着

日赤発 日赤発 飯山駅前発

下　り
（戸狩野沢温
泉駅行き）

戸狩野沢温泉駅着 戸狩野沢温泉駅着 戸狩野沢温泉駅着

土日曜日、祝日
6 19時

上　り
（市街地行き）

下　り
（戸狩野沢温
泉駅行き）

15 16 17 1811 12 13 147 8 9 10

15 16 17 18 1911 12 13 147 8 9 10

7:25
↓

7:54

15:00
↓

15:32

16:20
↓

16:52

デマンド運行

デマンド運行

17:45
↓

18:15

定時定路運行 

定時定路運行 

※赤字の停留所はデマンド運行時のみ 
定時定路線運行時は経由しない 

デマンド運行時に 
集落内のバス停を拡充 
 

デマンド運行時は 
大久保東まで拡充 

（参考）デマンド運行 

戸狩野沢温泉駅→大久保東→木島 

約19.2km/45分   
※電子地図ソフトで計測 （V=20km/h） 木 島

200 市街地

300 200 柳 原

400 300 200 外 様

500 400 300 200 太 田

500 400 400 300 200 戸狩駅周辺

※同一地区内の利用は 200 円 

市街地内のみは利用不可 木 島

160～350 市街地

270～410 160～280 柳 原

390～550 210～410 160～290 外 様

520～600 370～470 310～430 160～320 太 田

530～600 440～470 410～440 350～400 160～270 戸狩駅周辺
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上野線 
（デマンド運行） 

運行距離 想定利用者数 運行経費  
【運行経路案】 

現行の上野線を基本とし沿線集落の利便性を拡充する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8.9km→ 

15.9km 

727人/年→ 

750人/年 

2,542千円→ 

３，０７６千円 

運行日 運行本数 サービス水準の改善目標 

月・木曜日 上り 3 本／下り 3 本 
通勤:○，通学:○，買い物:○，通院:○，観光:－ 

午前往復:○，午後往復:○ 

【運行形態】 

◆現行経路を基本としたデマンド運行（電話予約制）とする。  

◆「菜の花タクシー」と同方式で、小型車両を導入し沿線集落内の乗り場を拡充する。  

◆デマンド運行は、市街地南部(大久保東)まで利用範囲を拡充する。   

◆運行曜日は現行どおりとして、１日あたりの運行本数を増やしてサービス水準向上を図る。  

◆小型車両１台で深沢線と交互に運用する。 

 
【運行ダイヤ案】 

現行と同じく月曜日・木曜日の週２日運行とする。  
ただし、通院や買物の利便性向上を図るため１日３往復を設定（※現行は２往復） 

 
（月･木曜日） 

 
 
 
 
 
 
【運行収入・経費】 

１日あたりの運行本数を上下１便ずつ増やすとともに、沿線及び市街地のバス停を拡充してサービス水準向

上を図ります。  

このため、現行の初乗り区間（100円）では利用者負担が増える見込みです。 

 

（現行料金）                 （変更案） 

 

 

 

 

 

 

 

※同一地区内の利用は 200 円 

市街地内のみは利用不可 
 

 

デマンド運行(小型車導入)
で沿線集落の乗り場を拡充 

市街地内は、既存菜の花

タクシーと同様に大久保東

まで拡充 

上野線

6 17時 18時

上　り

下　り

7 8 9 10 15 1611 12 13 14

戸狩野沢温泉駅や診療所 
まで延伸、拡充 

（参考）デマンド運行 

戸狩野沢温泉駅→上野→ 

道の駅下→有尾→大久保東 

約15.9km/38分  
※電子地図ソフトで計測 （V=20km/h） 

市街地

200 常 盤

300 200 戸狩駅周辺

市街地

100 北 町

300 200 小　沼

300 300 100 上　野
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深沢線 
（デマンド運行） 

運行距離 想定利用者数 運行経費  
【運行経路案】 

現行の深沢線を基本とし沿線集落の利便性を拡充する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6.2km→ 

10.4km 

1,172人/年→ 

1,200人/年 

1,816千円→ 

２，００８千円 

運行日 運行本数 サービス水準の改善目標 

火・金曜日 上り 3 本／下り 3 本 
通勤:－，通学:－，買い物:○，通院:○，観光:－ 

午前往復:○，午後往復:○ 

【運行形態】 

◆現行経路を基本としたデマンド運行（予約制）とする。 

◆「菜の花タクシー」と同方式で、小型車両を導入し沿線集落内の乗り場を拡充する。 

◆デマンド運行は、市街地南部(大久保東)まで利用範囲を拡充する。 

◆運行曜日は現行どおりとして、１日あたりの運行本数を増やしてサービス水準向上を図る。 

◆小型車両１台で上野線と交互に運用する。 

 
【運行ダイヤ案】 

現行と同じく火曜日・金曜日の週２日運行とする。 
ただし、通院や買物の利便性向上を図るため１日３往復を設定（※現行は２往復） 

 
（火･金曜日） 

 
 
 
 
 
 
【運行収入・経費】 

１日あたりの運行本数を上下１便ずつ増やすとともに、沿線及び市街地のバス停を拡充してサービス水準向

上を図ります。   

このため、現行の初乗り区間（100円）では利用者負担が増える見込みです。 

 

 

（現行料金）                 （変更案） 

 

 

 

 

 

※同一地区内の利用は 200 円 

市街地内のみは利用不可 
 

 

深沢線

6 17時 18時

上　り

下　り

7 8 9 10 15 1611 12 13 14

市街地内は、大久保東まで拡充 

デマンド運行(小型車導入)で 
沿線集落の乗り場を拡充 

（参考）デマンド運行 

深沢公会堂→荒舟交差点→ 

中町公会堂→大久保東→飯山市役所 

約10.4km/23分 
※電子地図ソフトで計測 （V=20km/h） 

デマンド運行(小型車導入)で 
沿線集落の乗り場を拡充 

市街地

200 秋 津

飯山駅

100 大久保

200 100 深沢
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市街地循環線 
（見直し案） 

料 金 距 離 想定利用者数 運行経費 

100 円 
(定 額) 16.4km 6,500人/年 6,345千円→ 

９，０７９千円 

運行日 運行本数 サービス水準 

月～金曜日 7(8)本 通勤:－，通学:－，買い物:○，通院:○， 
観光:△，午前往復:○，午後往復:△ 

■運行経路は現行形態とし、利用者の希望が多い 12～14 時に増便する 

■利用要望及び需要に応じて夕方以降の追加  

■上野線・深沢線に小型車両を用意し、現行車両１台を市街地循環線に運用する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6 16時

飯山駅前発

市街地循環線

飯山駅前着

7 8 9 10 1511 12 13 14

8:35
↓

9:05

9:10
↓

9:55

10:00
↓

10:45

11:00
↓

11:45

13:40
↓

14:35

14:40
↓

15:25

「見直しの ●メリット ●デメリット」 
●上野線や深沢線をデマンド化することにより、現行車両

を市街地循環線の利便性向上に活用できる。 
●昼や午後便の追加により 通院帰りや買い物等の利便

性向上を図る。 
●概ね１時間に1本の周回となり、市街地内の周遊性が向

上する。 

●逆回り希望者や観光客にとっては利便性が低い 

市街地循環線案

6 17時

飯山駅前発

市街地循環線

飯山駅前着

1511 12 13 14 167 8 9 10

9:10
↓

9:55

10:00
↓

10:45

11:00
↓

11:45

13:40
↓

14:35

要望のあ
る昼便の

追加

8:35
↓

9:05

14:40
↓

15:25

要望に応
じて追加
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斑尾線 
（見直し案） 

距 離 想定利用者数 運行経費 

21.9km 14,000人/年  9,266 千円 

運行日 運行本数 サービス水準 

毎 日 上り 本／下り 本 通勤:○，通学:○，買い物:○，通院:○， 
観光:△，午前往復:－，午後往復:○ 

■観光シーズンや新幹線飯山駅の開業を見据え、観光二次交通の対応が課題 

■日中及びシーズン変動など、需要に応じて運行本数の拡充 

【運行ダイヤ案】 
（月～金曜日） 

 

 

 

（土･日,祝日） 

 
 
【運行経路案】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

斑尾

100 プラザ前

100 100 八坊塚

100 100 100 分道

300 300 300 200 牛ヶ首

300 300 300 200 100 十三ヶ丘

400 400 400 300 100 100 城六平

500 500 500 400 200 200 100 上倉

500 500 500 400 200 200 100 100 西敬寺

500 500 500 400 300 300 200 100 100 本町

500 500 500 400 300 300 200 100 100 100 飯山日赤

500 500 500 400 300 300 200 100 100 100 100 飯山駅

月～金曜日
6 21時

斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発

上　り

飯山駅着 飯山駅着 飯山駅着 飯山駅着 飯山駅着

飯山駅発 飯山駅発 飯山駅発 飯山駅発 飯山駅発

下　り

斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着

7 8 9 10 11 12 13 14 19 2015 16 17 18

7:20
↓

7:47

9:00
↓

9:29

13:07
↓

13:36

17:00
↓

17:27

18:15
↓

18:42

8:05
↓

8:35

12:30
↓

13:02

16:15
↓

16:47

17:35
↓

18:07

18:55
↓

19:25

土日曜日、祝日
6 21時

斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発 斑尾高原ホテル発

上　り

飯山駅着 飯山駅着 飯山駅着 飯山駅着

飯山駅発 飯山駅発 飯山駅発 飯山駅発

下　り

斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着 斑尾高原ホテル着

19 2015 16 17 1811 12 13 147 8 9 10

9:00
↓

9:29

13:07
↓

13:36

17:00
↓

17:27

18:15
↓

18:42

8:05
↓

8:35

12:30
↓

13:02

16:15
↓

16:47

17:35
↓

18:07

沿線住民の生活交通と来訪者 
の観光交通が競合する路線 
※生活路線と観光二次交通の 

２つの機能をどう保つかが課題 

斑尾高原のほか、妙高市と 
の接続、連携も考えられる 

「斑尾線に関連する課題」 
●観光来訪者は、月別やシーズンに寄って利用変動が大きい。 

●利用客から不満が寄せられている運行本数の追加 

●山間部で経路が限られるため、生活交通路線と観光交通路線は重複 

●民間事業者の参入可能性（新幹線開業に伴う観光需要規模の把握） 

・新幹線飯山駅と斑尾高原の連絡 

・新幹線飯山駅を利用圏域とする観光拠点との連絡（斑尾、妙高など） 

要望に 
応じて 
増便 

要望に 
応じて 
増便 

要望に 
応じて 
増便 

要望に 
応じて 
増便 
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（新規路線追加） 
料 金 距 離 想定利用者数 運行経費 

― ― ― ― 

運行日 運行本数 サービス水準 

― ― 通勤: ，通学: ，買い物: ，通院: 
観光: ，午前往復: ，午後往復: 

■利便性向上のため、必要に応じて新規路線の追加について検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




